
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

 

学 校 名 白川町立佐見小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月８日（土） 

 

実 施 概 要 

 日頃お世話になっている地域の方を学校に招待して、学年の児童なりに工夫

したおもてなしをする。また、全校で取り組んでいる米作り、佐見小農園で収

穫した野菜を地域の方に紹介し、栽培するにあたってお世話になった地域の方

に感謝の気持ちを伝える。 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 ■成果発表 ■交流活動 □講演会等 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ３０ 人 
計 ６４ 人 

地域関係者 ３４ 人 

 

実 施 状 況 

①二宮金次郎像の除幕式 

  旧下佐見小学校のあった二宮金次郎像を、佐見地区自治協議と佐見小学校

ＰＴＡの手により佐見小学校に移設した。その移設を記念として除幕式を行

った。校長より、道徳の教科書にも載っている「二宮金次郎」という人につ

いて話を聞いた後、６年生２人が除幕を行った。 

②郷倉太鼓、全校合唱の発表 

  ３，４年生１３名が地域の和太鼓指導者である服部晃さんの指導のもと、

一学期から練習してきた和太鼓の演奏を地域の方に披露した。また、全校児

童が練習してきた合唱「まっかな秋」を披露する。 

③収穫物の紹介と販売 

  １，２年生 さつまいも 大根   ３，４年生 大豆 

  ５，６年生 餅米（１ｋｇ３００円で販売） 

④餅つき 

  地域のお年寄りの指導のもと、子どもたちが餅つきをする。餅米は全校児

童が学校田で育てたものを朝からＰＴＡ役員の方が蒸した。 

⑤会食 

  子どもたちが農園で栽培した大根、地域の方からいただいた里芋など野菜

をふんだんに入れた豚汁と、餅つきをして作ったきな粉餅をいただく。 

 

成果及び課題 

子どもたちの感想や様子 

■地域の方に喜んでもらえてうれしかった。また、自分たちで収穫した餅米が
たくさん売れてよかった。もっと欲しいという方もみえた。 

■杵がとても重かったが地域のおじいさんに教えてもらって餅つきができた。 

■自分でついた餅の味は、とてもおいしかった。おじいさんやおばあさんもお
いしいと言ってもらえてうれしかった。 

地域の方の感想 

■子どもたちがお店屋さんや餅つき会食へ案内をしてくれてうれしかった。 

■佐見でも今は餅つきをする家庭がなくなった。昔が懐かしかった。 

■こうして地域と学校とが触れ合う行事をこれからも大切にしてほしい。子ど
もから元気がもらえる。 



 


